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 ピースフルスクールプログラムとは 

子どもたちの主体性を伸ばし、共生社会を実現する力を磨く幼児・小学生を対象とした教育プ

ログラムです。子どもたちは、多様な人々が共生する社会を実現するために必要なマインドと

行動をレッスンと実践を通して学びます。対立を話し合いによって自分達自身で解決すること

や、建設的な議論をして合意形成すること、自分とは異なる他者を尊重することを実現するた

めに必要な知識を様々なレッスンを通して学びます。 

子どもたちは、レッスンでの学びを学校生活の中で起きる他者とのトラブルに活かし、問題解

決に取り組みます。このため、プログラム導入により、けんかやいじめのトラブルは減少し、

子どもたちは、安心して学校生活を送ることが可能になります。また、お友達と一緒に問題を

解決し、よい学級創りに貢献した経験により、子どもたちの自己肯定感や効力感が高まります。

子どもたちが、多様化する社会において、主体的に共生社会に参画し貢献する大人に成長する

ことを願って開発されたプログラムです。 

 

 開発の経緯 

ピースフルスクールプログラム（以下、PSP）は、１９９０年代にいじめや子どもの問題行動

の増加を国全体で解決するために、学校やクラスの雰囲気を改善することを目的とし、オラン

ダのユトレヒト教育センターが、市の補助金を受けて、ユトレヒト大学のミシャ・デ・ウィン

ター教授の協力のもとプログラムを開発しました。 

 

 オランダの実績 

１９９９年からプログラムの導入が進んでいるオランダでは、現在、オランダ全土のおよそ 

８００校で実施されています。学校教育としてスタートしたこのプログラムは、学校のみなら

ず家庭や地域社会にも広がりを見せており、ユトレヒト市をはじめとする多くの地域では、子

どもたちに関わるスポーツ施設や放課後クラブの指導員や警察官などの大人も協力して地域

全体でプログラムの定着に取り組んでいます。プログラムを通して、子どもたちが社会性を持

って、自分たちで対立を解決し、主体的に行動できるようになったという調査結果も出ていま

す。 

 

 日本での導入と実績 

日本では、２０１３年より、オランダのプログラムを参考にしながら、日本版の幼児向けと

小学生向けのプログラムを開発し、学校現場への導入を進めています。２０１４年度より佐

賀県の公立小学校、２０１５年度より国立お茶の水女子大学附属小学校、神奈川県箱根町立

の幼稚園・保育園・認定こども園でプログラムを実践しています。子どもたちはレッスンを

通して「何がよくて、何がいけないのか」「どうしたらいいのか」を学び、遊びや日常生活で

その学びを実践しています。先生や保護者と子どもが共に学び始めています。  
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 プログラムの詳細 

ピースフルスクールの目指している世界 

ピースフルスクールは、子どもたちの自立と共生の力を伸ばすことで、 

誰もが安心できる安全な環境を多様な人と共につくることを目指しています。 

子どもたちは、以下のことができるようになるために、レッスンと日常での実践を繰り返

します。 

 対話を通して意思決定すること 

 対立を自分たちで解決すること 

 社会の一員としての責任感を持つこと 

 他者を思いやり、多様性を尊重すること 

 社会の仕組みの中での自分の役割を知ること 

 

 

自立 共生 

 

わたしたちの 

クラス 

感情を 

認識しよう 

コミュニケーション 

スキルをみがこう 

対立を自分たちで 

解決しよう 

貢献 

しよう 

みんなの 

違いを 

認め合おう 

日常での実践 

レッスンでの練習 
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 ユニット一覧 

このプログラムには、６つのユニットがあります。 

 

ユニット１ わたしたちのクラス 

ほめ言葉を伝える、批判ではなくポジティブなア

ドバイスをする、嫌な時は「やめてほしい」と伝

えるなど、子どもたちの自己肯定感や効力感を高

め、安心安全なコミュニティをつくるために必要

なスキルを学びます。 

ユニット２ 感情を認識しよう 

うれしい・楽しい・悲しい・怖い・怒りなどの感

情を認識し、言葉で相手に伝えること、相手の感

情を理解し、受け止めることを学びます。 

ユニット３ 
コミュニケーションスキルを

みがこう 

自分の意見を伝える、相手の話をきちんと聴くな

ど、多様な人と協働できるようになるために必要

なコミュニケーションスキルを学びます。 

ユニット４ 対立を自分たちで解決しよう 

けんかをした時に冷静になること、話し合いで解

決すること、けんかの後に仲直りすることなど、

対立やけんかを子どもたち自身で解決するため

のスキルを学びます。 

ユニット５ 貢献しよう 

お節介ではなく相手のためになる助けをするこ

と、みんなにとって居心地の良い場所をつくるた

めに自分にできることを実践することなど、自分

が所属しているコミュニティに貢献する方法を

学びます。 

ユニット６ みんなの違いを認め合おう 

自分と他の人の相違点を認識し、違っていても友

達でいられること、自分とは異なる人を排除する

のではなく、違いから学び、お互いを尊重するこ

とを学びます。 
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 レッスン一覧 

このプログラムは幼児～小学６年生までが対象で、学年に応じた内容のレッスンがありま

す。ここでは、特徴的なレッスンの一覧を記します。 

ユニット１ わたしたちのクラス 

ルールと約束の違い 約束をしよう 

役割を考え、分担する ほめ言葉とけなし言葉 

批判をアドバイスに変える 嫌な時は「いやだから、やめて」と伝える 

協力する 人の話をきちんと聴く 

ユニット２ 感情を認識しよう 

感情を認め、言葉で表す 感情を伝える 

相手の感情を理解し、受け止める うれしい 

かなしい こわい 

感情をコントロールする（怒りと付き合おう）  

ユニット３ コミュニケーションスキルをみがこう 

自分の意見を持つ、根拠をあわせて伝える 意見の違いを尊重する 

言い方の良い例、悪い例 書き方の良い例、悪い例 

誤解 偏見 

ものの見方（視点） 耳を傾けて、質問する 

要約する 合意する 

説得する 熟考し酌量する 

ユニット 4 対立を自分たちで解決しよう 

対立とけんかの違い 対立と暴力 

いじめとからかい ３色の帽子（対立の解決方法） 

ウィン ウィン解決 対立の原因 

対立のエスカレート オープンに話し合う（話し合いのステッププラ

ン） 

ユニット５ 貢献しよう 

助ける、干渉する 共同体に対する責任 

参加の段階 対立の時に助ける 

仲裁  

ユニット６ みんなの違いを認め合おう 

共通点と相違点 判断と偏見 

インタビューのテーマを決める インタビューをする 
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 実績一覧 

 

 

学校名：佐賀県武雄市立武内小学校 授業：道徳や国語 

概要 ・児童総数：１３２人 

・導入期間：２０１４年度５月～現在 

・対象：小学１年生～６年生 

ねらい PSP を通して、同調圧力に負けず自分の意見を伝え、意見が対立した時は話

し合いでより良い答えを探す力を身につけること。 

導入背景 武内小学校では反転授業を実施しており、話し合いでの学び合いを大切にして

いるため、意見が対立することを恐れずに自分の意見を伝える力、相手の話を

聴く力などを高めるため、PSP の実施を決めた。 

実施内容 ２０１４年度〜９回の授業と教員研修及び授業研究会 

※ 授業は代田昭久校長が実施し、担任の先生が補佐に入る 

２０１５年度〜９回の授業と教員研修及び授業研究会 

※ 授業は担任の先生が実施 

２０１６年１月２３日 公開授業を実施 

園名：神奈川県箱根町立箱根幼稚園、温泉幼稚園、 

仙石原幼児学園、湯本幼児学園、宮城野保育園 

授業：ピースフルタイム 

概要 ・ 幼児総数：２５０名 

・ 導入期間：２０１５年度９月～現在 

・ 対象：３歳児、４歳児、５歳児 

ねらい PSP を通して、「豊かな人間性、社会性を育み、信頼される人への根っこづく

り」をすること。 

導入背景 箱根町教育支援室が町の全小中学生の児童生徒を対象に実施した「学校生活ア

ンケート」の集計結果で、箱根町の子どもたちの自尊感情、自己有用感が低い

ことがわかった。これは妬みや嫉妬という感情を生みやすく、いじめにつなが

りやすいと考え、幼・保・小・中が連携して、子どもたちの豊かな人間性、社

会性を育み、自尊感情や自己有用感を高めるため、PSP の実施を決めた。 

実施内容 ２０１５年度８月〜 園長や担当の先生を対象とした導入前研修 

２０１５年度９月〜 各園でレッスンを開始 

２０１５年度２月〜 プログラムへの理解を深める研修 

２０１５年度３月〜 大人の学習に重点を置いた研修  

※ 授業は担任の先生が実施 
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学校名：東京都お茶の水女子大学附属小学校 授業：プロジェクト型の学習 

概要 ・児童総数：７００人 

・導入期間：２０１５年１０月～３月 

・対象：小学１年生  

ねらい PSP を通して、子どもたちがこれまでに学んできたことや経験してきたこと

を意味づけ、メタ認知すること、自分たちの力で学級の諸問題を解決し、子ど

もたちにとっての社会である学級をつくる力を育てていくこと。 

導入背景 お茶の水女子大学附属小学校では、お互いの考えを聴き、しっかりと受け止め

たうえで、自分の考えを問い直し、思考し続けることを大切にする「てつが

く」科の創設に向けた研究を進めている。自分の意見を持つことや相手の話を

聴くことなど、「てつがくする」ために必要な力を１年生のうちに身につける

ため、PSP の実施を決めた。 

実施内容 ２０１５年度１０月〜 週に２回程度、授業を実施 

※ 授業は担任の先生が実施 

２０１６年２月１９日 公開授業を実施 
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 実績の詳細 

 佐賀県武雄市立武内小学校 

２０１４年度 実施レッスン 

レッスン名 ねらい 

第 1 回 自分の意見を持とう  
何か嫌なことがあった時に、自分で「いやだから、 

やめて」と言うことが大切であると知る。 

第 2 回 相手の話をきちんと聴こう 
相手の話をきちんと聴くとはどういうことかを考

える。 

第 3 回 いやな時は“やめて！”と言おう 
自分たちで問題を解決するためにできることを学

ぶ。 

第 4 回 ほめ言葉とけなし言葉 
けなし言葉を減らしてほめ言葉を増やすことが 

大切であると知る。 

第 5 回 友達や家族のいいところを探そう 
ポジティブな関係性や環境をつくることができる

ことを知る。 

第 6 回 相手のためになる本当の助け方をしよう お節介と相手のためになる助けの違いを知る。 

第 7 回 怒りの気持ちをコントロールしよう 
怒りの気持ちを上手にコントロールする方法を学

ぶ。 

第 8 回 対立を話し合いで解決しよう 
対立は意見が違うことで起きるもので、 

悪いものではないことを知る。 

第 9 回 対立の解決のお手伝いをしよう 
お友達が対立している時に話し合いで解決するた

めのお手伝いをすることが大切だと知る。 

 

  

〔実績の詳細：佐賀県武雄市立武内小学校〕 
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２０１５年度 実施レッスン 

レッスン名 ねらい 

第 1 回 相手に伝わるよい伝え方ができるようにな

ろう  

意見を伝える時に、そう思う根拠や事例を併せて 

伝えると、相手がより理解しやすくなることを知

る。 

第 2 回 批判を建設的なアドバイスに変えよう 
批判するのではなく、ポジティブなアドバイスに

した方が良いことを知る。 

第 3 回 誤解をなくし、けんかをしないようにしよう 
誤解しないためのコミュニケーションの取り方を

学ぶ。 

第 4 回 それぞれの“ものの見方”を知ろう 
“ものの見方“が異なることが原因で対立しない

ためのコミュニケーションの取り方を学ぶ。 

第 5 回 対立とけんかの違い 
対立は話し合いで解決できるが、けんかに発展さ

せることはいけないことだと知る。 

第 6 回 対立が起こったときは話し合いで解決し

よう 

3 色の帽子をモデルに、対立の解決方法について学

ぶ。（赤い帽子：暴力、青い帽子：相手の言いなり

になる、黄色い帽子 話し合いで解決） 

第 7 回 ウィン・ウィン解決と妥協 

話し合いで解決する時に、お互いが満足する方法 

（ウィン・ウィン解決）を目指す必要があることを

知る。 

第 8 回 対立の原因を考えよう 
対立の原因を見つけ、それを解決することで、同じ

問題が起こらないことを知る。 

第 9 回 自分たちで考えた解決方法に合意しよう 
お互いに合意した時は、その解決方法を実行する

ことが大切であることを知る。 

 

 公開授業 

２０１５年１月２３日に、【官民一体型学校 武雄花まる学園 武雄市立武内小学校～世界一

通いたい学校のあるまち武内へ、ようこそ！～公開授業】が開催され、武雄市内だけでなく、

全国から武内小学校の教育に関心のある３００名の方が参加されました。 

PSP の公開授業では、「ウィン・ウィン解決と妥協」についての授業を行い、対立を話し合い

で解決する際、お互いに満足する解決方法であるウィン・ウィン解決を目指す必要があること、

どうしてもウィン・ウィン解決ができない時は、どちらか一方が満足するウィン・ルーズ解決

ではなく、お互いが少しだけ満足する“妥協”の案を考えることも大切であることを学びまし

た。子どもたちからは、「一人だけが満足して、もう一人が残念な気持ちになるよりも、お互い

が少しずつ満足できる“妥協”も時には大事だね」や、「“妥協”はどうしたら良いかわからな

い時のお助けの役割みたいだね」という発言がありました。 

〔実績の詳細：佐賀県武雄市立武内小学校〕 
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 これまでの成果 

[ 子どもたちの変化 ] 

PSP の授業で学んだことを、日常生活の中で活かしている姿が見受けられます。 

 「対立は悪いものではない」という言葉が当たり前のようになってきている。 

 クラスで対立が起きた時に「今は青い帽子※だよね」と自己内省できるようになった。 

 対立を話し合いで解決する際、ウィン・ウィン解決のフレームワークを使って、お互い

が満足する解決策を導けた。 

 お節介と人の本当の助けをわかるようになった。 

※青い帽子：対立した時に自分の意見を伝えず、相手の言いなりになること 

 

 [ 先生の変化 ] 

PSP の授業と教員研修及び授業研究会を重ねたことで、先生方にも変化がありました。 

 PSP と道徳は同じことのように思っていたが、違うということがわかった。PSP は実

際にできるようになることに重きを置いている。 

 

 大人も一緒に学ぶことで、子どもたちに何がいいのかを示していくことができる。 

 PSP が教えていることは、大人でもできていないこともあるので、自己成長にも役立

てられる。 

 PSP はアクティブ・ラーニングの基礎となる力を養うためにも有益である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔実績の詳細：佐賀県武雄市立武内小学校〕 
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異学年での体験活動の様子 

 

 

 

 

クラス内での体験活動の様子 

 

 

 

 

子どもたちの自主的な 

レッスンの様子 
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 実績の詳細 

 神奈川県箱根町立箱根幼稚園、温泉幼稚園、仙石原幼

児学園、湯本幼児学園、宮城野保育園 

２０１５年度 実施レッスン 

レッスン名 ねらい 

第 1 回 わたしのクラスにようこそ お互いの名前を確認し、名前を呼び合うようにする。 

第 2 回 ほめ言葉とけなし言葉 
けなし言葉を減らしてほめ言葉を増やすことが 

大切であると知る。 

第 3 回 ほめ言葉を使おう 
けなし言葉を減らしてほめ言葉を増やすことが 

大切であると知る。 

第 4 回 いやな時は「やめて！」と言おう 

何か嫌なことがあった時に、すぐに先生に 

言いに行くのではなく、まずは自分で「いやだから、 

やめて」と言うことが大切であると知る。 

第 5 回 仲直りをしよう 自分たちで問題を解決するためにできることを学ぶ。 

第 6 回 交代で行おう 
色々なことをする時に、交代で行う良さについて知

る。 

第 7 回 一緒に話そう 交互に話す練習、相手の話を聴く練習をする。 

第 8 回 うれしい 
うれしいという感情を認識して、どのような時に 

うれしくなるかを話し合う。 

第 9 回 悲しい 
悲しいという感情を認識して、どのような時に悲しく

なるか、悲しい時にどうしたらいいのかを話し合う。 

第 10 回 こわがる 
怖いという感情を認識して、どのような時に怖くなる

か、怖い時にどうしたらいいのかを話し合う。 

第 11 回 怒り 
対立やけんかをした時に、怒りの気持ちを爆発させる

のではなく、上手にコントロールしていくことを学

ぶ。 
第 12 回 わたしの気持ち 自分の感情を認識し、言葉で伝える練習をする。 

第 13 回 助け合おう 助け合うことが良いことであることを知る。 

第 14 回 日直の仕事について考えよう 
クラスでの役割を、より一層責任を持って行うこと、 

クラスに必要な役割について考える。 

第 15 回 相手のためになる助け方 お節介と相手のためになる助けの違いを知る。 

第 16 回 対立した時の助け方 
対立の原因を見つけ、それを解決することで、同じ問

題が起こらないことを知る。 

第 17 回 わたしの得意なこと 
自分と相手の得意なことを知り、お互いに似ている 

ところと違うところがあることを知る。 

 

〔実績の詳細：箱根町５園〕 
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 これまでの成果 

[ 子どもたちの変化 ] 

傾向をまとめると、以下の４点が挙げられます。 

① レッスンで学んだことを日常生活や遊びの中で自然と使っている。（学びを実践する力

の向上） 

② 自分の意見や気持ちを相手に言葉で伝えている。（伝える力の向上） 

③ お友達や先生の話を聴いている。（聴く力の向上） 

④ 学んだことを振り返っている。（内省力の向上） 

 

まだ自分でアンケートに答えられない子どももいるので、先生からみた子どもの変化を挙げま

す。 

・レッスンで学んだことを、日常の生活や遊びの中で使っている。 

 （例）「それは、ちくちく言葉（けなし言葉）だよ」「いやだから、やめて」 

・自分の意見を話そうとする気持ちが増した。 

・自分の気持ちを相手に言葉で伝えている。 

・お友達の話や先生の話を聴くことができつつある。 

・前回学んだことを振り返ることができている。 

・お友達と協働して遊ぶことが苦手だった子が一緒に楽しく遊べるようになってきた。 

 

[ 先生の変化 ] 

子どもたちの変化と同様に、PSP を通して先生ご自身の変化についてアンケートを取りま

した。傾向をまとめると、以下の４点が挙げられます。 

① 自分の指導や子どもとの接し方、声のかけ方を振り返ることができた。（学習力の向上） 

② PSP の実施という目的があるので、職員間での話し合いから学ぶことができた。（チー

ム力の向上） 

③ 子どもを多方面から見ることができ、良いところや今まで知らなかったことに気付く

ことができた。（気づく力の向上） 

④ PSP が子どもにとって何か良いものであると思うようになった。（プログラムへの共

感） 

 

  

〔実績の詳細：箱根町５園〕 
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 以下は特徴的だった解答例です。 

 ・子どもの変化を見ていると、幼い時から PSP を行うことが大切だと感じた。 

 ・自分の指導や対応のあり方を振り返ることができた。 

 ・子ども一人ひとりに対しての言葉かけや対応の仕方が変化した。 

 ・職員間の話し合いから新たに学ぶことができた。 

 ・多様性について学びが深まり、色々な人を受け入れようとする心持ちになった。 

 ・子どもを多方面から見ようという姿勢になった。 

 ・一人ひとりの姿を大切に受け止めるようになった。 

 ・子どもたちに対して、より共感するようになった。 

 ・「こんな考えがあるんだ」という新しい発見ができるようになった。 

 ・子どもの良いところを見つける機会が増えた。 

 ・自分の言葉で伝えることが苦手な子も、その子なりの言葉で伝えることの大切さを感じた。 

 

このように、先生の学習力やチーム力が向上すると、子どもたちに良い影響を与えます。ピー

スフルスクールプログラムは、子どもと関わる大人の質を高めていくことにも寄与しています。 

 

 

 

       

パペットを使った劇で事例について考える様子 
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■ 実績の詳細 

 お茶の水女子大学附属小学校 

２０１５年度 実施レッスン 

レッスン名 ねらい 

第 1 回 わたしたちのクラスのルール 
クラスのルールや居心地の良いクラスにするため

にみんなの視点にたって考えることを知る。 

第 2 回 ほめ言葉とけなし言葉 
けなし言葉やほめ言葉を相手に使うとどのような

気持ちになるかを知る。 

第 3 回 嫌な時は「やめて」と言おう 

嫌なことをされた時に、「いやだから、やめて」と

伝えること、相手に「やめて」と言われたら止め

なくてはいけないことを知る。 

第 4 回 対立の原因 

意見が違うことは大切なことであり、対立を恐れ

ることは必要ないことを知る。対立の原因を考え、

原因を解決するために話し合う練習をする。 

第 5 回 似ているところと違うところ 

お互いの似ているところと違うところを話し合

い、クラスにも多様性があること、違っているか

らこそ良いことを知る。 

第 6 回 自分の意見を伝えよう 
自分の意見と意見の根拠を述べることが、できる

ようになる。 

第 7 回 お話をしっかり聴こう 

相手の話を聴く時にどのように聴くのが良いの

か、「しっかり聴く」とはどういうことなのかを考

える。 

第 8 回 対立を話し合いで解決する 
誤解しないためのコミュニケーションの取り方を

学ぶ。 

 

 公開授業 

２０１６年２月１９日に、【第７８回 教育実際指導研究会 学びをひらく―“てつがく

すること”を始めた子どもと教師―】が開催されました。 

１年生は PSP の授業を実施し、約３００名の方が参加されました。 

「対立とけんかの違い」という授業を行い、対立は意見が違うことが原因で起きるので悪

いことではないこと、その対立をけんかやいじめに発展させず、対立を自分たちで建設的

に解決するために何ができるのかについて学びました。 

話し合う題材として、子どもたちの身近に起きる対立の事例を扱いました。 

子どもたちは、自分の考えをお友達に伝え、お友達の考えを聴くことで、なぜけんかにな

ったか、どうしたら解決できるのかを考えていました。自分の頭で考えることで、対立と 

けんかの違いについて納得することができます。このレッスンを通して、対立は生じて当

たり前であるが、その後に言葉や力で攻撃を加えると、けんかになってしまうことを理解 

〔実績の詳細：お茶の水女子大学附属小学校〕 
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していました。今までの自分たちに起きた対立とけんかの経験を思い出し、今後どうした

らいいのかについても考えました。 
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 佐賀県武雄市立武内小学校で実施したレッスンの内容 

２０１４年度 

  レッスン名 ねらい 内容 

第

１

回 

自分の意見を持

とう 
 自分の意見を持つことは良い

ことだと知る。 

 お友達と意見が違っていても、

問題なくお友達でいられるこ

とを知る。 

 意見を伝える時は、根拠と事例

を併せて伝えることが大切だ

と知る。 

 問いに対して、自分の意見を表明する。

「賛成」「反対」「わからない」のうちか

ら自分の意見に近いものを選ぶ。 

 なぜそう思うのか、根拠と事例を伝え

る練習をする。 

第

２

回 

相手の話を 

きちんと 

聴こう 

 相手の話をきちんと聴くとは

どういうことかを考える。 

 態度だけでなく、きちんと理解

するためにコミュニケーショ

ンをとる必要があることを知

る。 

 普段、どのように相手の話を聴いてい

るのかを振り返る。 

 相手の話をもっと理解するために、ど

のような聴き方が良いか考え、練習す

る。 

第

３

回 

いやな時は 

“やめて！”と

言おう 

 何か嫌なことがあった時に、す

ぐに先生に言いに行くのでは

なく、まずは自分で「いやだか

ら、やめて」と言うことが大切

であると知る。 

 

 嫌なことがあった時に、我慢したり他

の人に言うのではなく、自分で「いやだ

から、やめて」という練習をする。 

 どんなに楽しくても、相手が「やめて」

と言った時はやめなくてはいけないこ

とを理解する。 

第

４

回 

ほめ言葉と 

けなし言葉 
 ほめ言葉とけなし言葉が与え

る心理的効果を認識し、けなし

言葉を減らしてほめ言葉を増

やすことが大切であると知る。 

 ほめ言葉とけなし言葉を言われた時に

どのような気持ちになるかを考える。 

 ほめ言葉のポジティブな効果について

認識する。 

第

５

回 

友達や家族のい

いところを探そ

う 

 身近な人の良いところを見つ

けて、言葉で伝えることで、ポ

ジティブな関係性や環境をつ

くることができることを知る。 

 お友達や家族の良いところを探し、言

葉で伝える。 

 紙に書いて、教室に掲示することで、ポ

ジティブな雰囲気をつくる。 

第

６

回 

相手のためにな

る本当の 

助け方を 

しよう 

 お節介（干渉）と相手のために

なる助けの違いを知る。 

 相手が喜ぶ助けをすることが

大切だということを知る。 

 どのような時にお節介になるのかを考

え、今までにそのようなことがなかっ

たかを振り返る。 

 具体例を用いて、相手のためになる助

け方を考える。 
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第

７

回 

怒りの気持ちを 

コントロールし

よう 

 対立やけんかをした時に、怒り

の気持ちを爆発させるのでは

なく、上手にコントロールして

いくことを学ぶ。 

 「怒りの温度計」を使って、怒りには度

合いがあることを知る。 

 怒りの度合いを下げるために何ができ

るかを考える。 

第

８

回 

対立を 

話し合いで 

解決しよう 

 対立は意見が違うことで起き

るもので、悪いものではないこ

とを知る。 

 対立をけんかやいじめに発展

させるのではなく、話し合いで

解決することが大切だと知る。 

 対立を話し合いで解決するためのステ

ッププランを使って、実際に対立した

時に自分たちで解決できるように練習

する。 

第

９

回 

対立の解決のお

手伝いを 

しよう 

 お友達が対立している時に、加

担するのではなく、話し合いで

解決するためのお手伝いをす

ることが大切だと知る。 

 対立の解決をお手伝いするための「仲

介のステッププラン」を使って、対立を

解決する練習をする。 

 

２０１５年度 

  レッスン名 ねらい 内容 

第

１

回 

相手に伝わるよ

い伝え方ができ

るようになろう 

 意見を伝える時に、そう思う根

拠や事例を併せて伝えると、相

手がより理解しやすくなるこ

とを知る。 

 意見を相手に伝える時に、なぜそう思

うのか（根拠）と事例を併せて伝える練

習をする。 

第

２

回 

批判を建設的な

アドバイスに変

えよう 

 批判されるとどのような気持

ちになるのかを考え、批判では

なくポジティブなアドバイス

をした方が良いことを知る。 

 子どもたちの身近に起きる事例に対し

て、批判ではなく、ポジティブなアドバ

イスをするとしたら何と言うかを考え

る。 

第

３

回 

誤解をなくし、

けんかを 

しないようにし

よう 

 誤解が原因でけんかが起きる

ことがあることを知る。 

 誤解しないためのコミュニ 

ケーションの取り方を学ぶ。 

 けんかの原因を考え、誤解が原因とな

る可能性があることを認識し、誤解し

ないために何ができるのかを考える。 

第

４

回 

それぞれの 

“ものの見方”

を知ろう 

 人にはそれぞれ“ものの見方”

があることを知る。 

 “ものの見方”が異なることが

原因で対立しないためのコミ

ュニケーションの取り方を学

ぶ。 

 同じことについて話す時に、それぞれ

の立場や今までの経験が異なることか

ら“ものの見方”が違っていることに気

付く。 

 “ものの見方”が原因で対立したにた

めにできることを考える。 
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第

５

回 

対立とけんかの

違い 

 対立は、お互いの意見が違うこ

とが原因で生じるものである

ため、生じて当たり前であるこ

とを知る。 

 対立は話し合いで解決できる

が、けんかに発展させることは

いけないことだと知る。 

 対立とはどのような状態のことを指す

のか、どうなったらけんかになるかを

考える。 

 対立をけんかに発展させないために何

ができるかを考える。 

第

６

回 

対立が 

起こったときは

黄色い帽子をか

ぶろう 

 3 色の帽子をモデルに、対立の

解決方法について学ぶ。 

 赤い帽子は暴力や強い言葉で

けんかをすること、青い帽子は

自分の意見を言わずに相手の

言いなりになること、黄色い帽

子は話し合いで解決すること

を知る。 

 今までのけんかを振り返り、何色の帽

子で対応していたか考える。 

 対立した時に黄色い帽子で対応する

（話し合いで解決する）ためにできる

ことを考える。 

第

７

回 

ウィン・ウィン

解決と妥協 

 話し合いで解決する時に、お互

いが満足する方法（ウィン・ウ

ィン解決）を目指す必要がある

ことを知る。 

 ウィン・ウィン解決ができない

時は、“妥協”をすることも時に

は必要であることを知る。 

 子どもたちの身近な対立の事例につい

て、ウィン・ウィン解決、ウィン・ルー

ズ解決、ルーズ・ルーズ解決をした場

合、どのような結果になるかを考える。 

 ウィン・ウィン解決できない事例につ

いて、どうしたらお互いが少しずつ満

足できるのか、“妥協案”を考える。 

第

８

回 

対立の原因を考

えよう 

 対立には必ず原因があること

を知る。 

 原因を解決することで、同じ問

題が起こらないことを知る。 

 子どもたちの身近な対立の事例につい

て、何が原因で起きたのかを考える。 

 その原因を解決するために何ができる

のかを考える。 

第

９

回 

自分たちで 

考えた解決 

方法に 

合意しよう 

 対立した時に、自分が完全に満

足するウィンの解決でなく、お

互いが少しずつ満足する“妥

協”の解決に話し合って決めた

場合、自分が完全に満足しない

からといって合意しないこと

はいけないことだと知る。 

 お互いに合意した時は、その解

決方法を実行することが大切

であることを知る。 

 子どもたちの身近な対立の事例につい

て、話し合って解決方法を考え、完全に

自分が満足する解決方法でない場合で

も合意しないといけない経験をする。 

 話し合って決めた解決方法に合意しな

い場合、どうなるのかを考える。 

 

 佐賀県武雄市立武内小学校の掲載資料（学校だより） 
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● 神奈川県箱根 5園   掲載資料（支援室だより）         教職員の皆様へ 

箱根町教育支援室  

        

 
ピースフルスクールプログラム 2 園で公開されました 

 箱根ハートフルプログラムの一環であるピースフルスクールプログラムを先

行して取り組んでいる箱根幼稚園と温泉幼稚園が、今月（9 日、17 日）にプロ

グラムの公開をしてくださいました。どちらの園でも、プログラムをじっくり

検討され、園の子どもたちの実態に合わせてプログラ

ムをアレンジして実施されていました。また、公開保

育の後の協議会では、参加していただいた小学校の先

生方も交えて活発に意見交換がされ、とても有意義な

会となりました。 

17 日に参加されていたクマヒラセキュリティ財団の福嶋史先生は、箱根町の

先生方の熱心な姿勢にとても驚かれていました。そして、翌日に次のようなメ

ールが届きました。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

なぜ、ピースフルスクールプログラム（ＰＳＰ）が幼児期の子どもに必要なのか？  

福嶋先生より、幼児期の子どもたちにとってのＰＳＰのような

心を育てるプログラムの必要性について資料をいただいたの

で、その内容を紹介します。ぜひ、幼児期の子どもたちの姿だ

けでなく、子どもたちが小学生・中学生・高校生・大人になっ

たことを想像して読んでいただけると幸いです。 

 

平成 27 年１１月 №７ 

箱根町教育支援室 つ な ぐ 

昨日は公開授業及び協議会のお時間をいただき、誠にありがとうございました。 

幼稚園に到着するまでは、「子どもたちの反応はどんな感じだろうか」「先生方は困っていないだろうか」

と気がかりでしたが、実際にレッスンの様子を見学させていただき、あたたかく共感力の高い先生が子

どもたちに発問し、子どもたちが活発に答えている様子を知れて、本当に安心いたしました。協議会で

も、「なぜ幼児期に心を育てる教育が必要なのか」について議論したり、ワークシートの使い方や保護者

との連携についてお話できたりして、有意義な時間でした。「５園でどのように連携していくか」「保護

者に対してどのようなアプローチをするか」など、今後も先生方と一緒に考えていきたいと思っており

ます。引き続きよろしくお願いいたします。（福嶋先生からのメール） 
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〇 非認知能力を伸ばす「5 歳までの教育が一生を左右する」（ジュエームズ・ヘック

マン） 

非認知能力とは、ＩＱに代表される認知能力に対して、主体性や共感力、自

制心、コミュニケーション力などといったソーシャルスキルのことを指しま

す。この非認知能力こそ、人が社会に出て成功する上で最も必要な能力である

ということが、様々な研究により明らかになっています。そして、この重要な

非認知能力を高める教育をするのに最も適した時期が幼児期であることも指摘

されています。ＰＳＰはこの力を高めるのに有効なプログラムです。 

 

〇 安心安全な環境をつくることができる 

子どもたちが主体的に学び、積極的に他者と関わるためには、安心できる環

境と心の繋がりが必要です。子どもたちが「こんなことを言ったら、誰かに陰

口（悪口）を言われるかもしれない」「失敗したら恥ずかしい」「目立ってしま

ったら、批判されるかも」といった感情や過度の緊張感を持つような環境で

は、子どもたちの主体性を育むことはできません。 

子どもたちの心を育てることで、園や学校が安心安全な環境となり、勉強や

課外活動に集中できるようになります。心の成長と学力は連動しているので

す。 

 

〇 体系立っているから、抜け漏れなく学ぶことができる 

ＰＳＰは６つのユニットからなるプログラムで、主体性や共感力、自制心、

コミュニケーション力などの力を抜け漏れなく伸ばすことができます。もちろ

ん、遊びの中で何かが起きた時にその都度子どもたちに大切なことを教えてい

ることもとても大切なことだと思います。しかし、それだけでは、たまたま何

も起こらないと、大切なことを伝える機会が生じず、抜け漏れが生じるかもし

れません。ＰＳＰでは、レッスンで「何がよいことなのか、何が悪いことなの

か」「どうしていけばよいのか」を全員で確認し、遊びを含む日常生活で学び

を実践しています。 

 

〇 主体的に落ち着いて学べる 

けんかやいじめといった問題が起きた時は、問題への対処に意識がいきがち

なので、落ち着いてどうしたらよいのかを学ぶことができません。先に記した

通り、人間は安心安全な環境でないと主体的に学ぶことができないので、あえ

てレッスンの時間を設け、落ち着いて学ぶ機会をつくっていくことが大切で

す。 
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〇 問題解決力が養われる 

けんかなどの問題解決の際に、「そんなことをしてはいけません」「○○ちゃ

んが悪いから、ごめんなさいって謝らないといけないよ」というような大人の

発言により介入することで、子どもたち自身で問題を解決する力が養われない

ことがあります。悪いことをした子がいたとしても、何がよくて、何が悪いの

かが理解できていないと、何度も同じような問題を繰り返してしまいます。Ｐ

ＳＰに取り組むことで、子どもたち自身の問題解決力が養われます。 

 

〇 得意な子だけでなく、みんなができるようになる 

ＰＳＰは、子どもたちに必要な力を小さなステップで教えています。そし

て、日常の遊びの中でレッスンでの学びを思い出して使ってみることで、繰り

返し学ぶことができます。そうすると、最初は苦手だった子も、少しずつでき

るようになるのです。得意な子どもにはその能力を伸ばす機会となるように、

苦手な子どもは少しずつでもできるようになるために、継続して行うことで、

子どもたちが大きくなった時に違いが出てくると思います。 

 

〇 いじめなどの問題に対して対処療法ではなく根本的な対策ができる 

ひとりの子どもが大人になるまでの間に、幼稚園や保育園、小学校、中学

校、高校、専門学校や大学など、様々な教育機関に通います。それぞれの園や

学校に在籍している間は、その園や学校の先生が子どもたちの成長を見守り、

指導します。園や学校を卒業すると、子どもたちに対する責任は次の進学先に

移りますが、子どもはひとりの人間として大人になります。在園、在学中に問

題が表面化していない場合でも、子どもたちにとって必要な力を身につけるた

めに働きかけることは重要です。小学校や中学校で問題が起きてからでは遅い

のです。幼稚園や保育園の子どもだけをイメージしているとわかりにくいので

すが、小学生や中学生の子どもを想像してください。

今、多くの小学校や中学校では、いじめ・孤独感・主体

性の低下・キレる・無力感・不登校といった問題が起き

ています。これらの問題は小学校や中学校だけでなく、

子どもが生まれてから関わる全ての人の責任であると考えられます。 

幼児期から継続的に子どもたちの心を育てることで、小学校以上で起きる問題

を防止することができるのです。 

小中学校の先生方にも箱根の子どもたちがどんなことを、幼稚園・保育園・幼

児学園で学んでいるか知っていただき、学びを積み上げられるように、箱根ハー

トフルプログラムを構成できたら素晴らしいと思います。  
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                         教職員の皆様へ 

箱根町教育支援室  

               

 

   ピースフルスクールプログラムを紹介します 
「箱根ハートフルプログラム」の幼児期のベースになっている「ピースフル

スクールプログラム」について、園の先生方は２８年度の５園での本格導入に

向けて、今年度、研修と研究を重ねてきました。小中学校の先生方にもピース

フルスクールプログラム（ＰＳＰ）について知っていただき、園で子ども達が

学んだことを、さらに小中学校での「箱根ハートフルプログラム」で発展させ

たり、普段の生活の中で活かしていただいたりできればよいと思います。 

ピースフルスクールプログラム（ＰＳＰ）とは？ 

ＰＳＰでは、「私たち

のクラス」「対立の解決」

「コミュニケーション」

「感情」「貢献」「多様性

の尊重」の６つのことを

学ぶレッスンがありま

す。（左図の下） 

レッスンは、パペッ

トや絵本などを使って

楽しく行われます。子

どもたちはレッスンを

通して「何が大切なの

か」「どうすればよいの

か」を学びます。  

 

そして、その学びを日常生活で実践して、普段から出来るようにすること

で、「自立」と「共生」の力を養っていくというプログラムです。     

平成 28 年３月 №10 

箱根町教育支援室 
つ な ぐ 
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代表的なレッスンの紹介 

ほめ言葉とけなし言葉 

子どもたちは、ほめ言葉とけなし言葉を言われた

時に、どのような気持ちになるかを考え、ほめ言葉と

けなし言葉がもたらす影響を理解します。お互いにほ

め言葉を伝えあうことで、コミュニティをポジティブ

な雰囲気にすることができます。ＰＳＰでは、けなし

言葉を言われた時の感情に着目し、自分で自分の発言

をコントロールできるように子どもたちを育てます。 

嫌だから、やめて 

嫌なことをされた時に、直接相手に「嫌だから、

やめて！」と伝えること、どんなに楽しいと思って

いても、相手から「やめて！」と言われたらやめな

くてはならないことを知ることで、からかいが深刻

なけんかやいじめに発展するのを防ぐことができま

す。子どもたちは、レッスンで「嫌だから、やめて！」

という練習をします。日常生活でも、誰かに嫌なこ

とをされた時に「やめて！」と言う習慣を身につけます。先生は、お友達に嫌

なことをされたと言いに来た子どもに対して、「自分で、いやだからやめて、と

言ってみた？」と子どもたちを促します。 

 

怒りの気持ち 

ＰＳＰでは、感情について複数のレッスンを行

いますが、その一つに怒りの気持ちを扱うレッス

ンがあります。怒りの気持ちがわいてきた時に、

もう一度冷静になることで、落ち着いて話ができ

るようになります。怒りの気持ちを自らコント 

ロールできるようになると、けんかが炎上するこ

とや、伝えたいことが伝わらないといったことが

起きなくなります。 
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得意なこと 

自分とお友達の得意なことを知ることで、お互いに似てい

るところと違っているところがあることを知ります。似てい

るところも違っているところも、それぞれ尊いことを知り、

お互いを尊重することができるようになります。 

「多様性を尊重しようね」と子どもたちに教えても、多様

性を尊重できるようにはなりません。子どもたちの生活に根

差す形でお互いの一致点と相違点を明らかにしていき、違っ

ていてもお友達でいられることを実感することが必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

料】 神奈川県教育委員会 H20・3 リーフレット『支援教育』  

 

 

 

【参考】 http://www.a-kumahira.com/blog/future/ 熊平美香ウェブサイトラーニングジャーニー 

 

 

 

 

ＰＳＰを取り組んで …  第３回ＰＳＰ研修会（３/１１）職員アンケートのまとめ 

１．子どもたちの変化  

① レッスンで学んだことを日常生活や遊びの中で自然と使っている。 → 学びを実践する  

② 自分の意見や気持ちを相手に言葉で伝えている。 → 伝える力の向上  

③ お友達や先生の話を聴いている。 → 聴く力の向上  

④ 学んだことを振り返っている。 → 内省力の向上  

２．先生ご自身の変化  

① 自分の指導や子どもとの接し方、声のかけ方を振り返ることができた。 → 学習力の向上  

② ＰＳＰ実施という目的があるので、職員間での話し合いから学ぶことができた。 

                              →チーム力の向上  

③ 子どもを多方面から見ることができ、良いところや今まで知らなかったことに 

  気付くことができた。 → 気付く力の向上  

④ＰＳＰが子どもにとって何か良いものであると思うようになった。 →プログラムへの共感 

お問い合わせ 

 

一般財団法人クマヒラセキュリティ財団 

peacefulschool@kumahira.org 

03-6809-0763 

http://www.a-kumahira.com/blog/future/
mailto:peacefulschool@kumahira.org

